
　兵庫医科大学病院の病院病理部では内視鏡セン
ターと協力して、連続迅速自動固定包埋装置を用
いることにより、午前中に採取された胃・大腸内
視鏡生検組織をその日のうちに病理（確定）診断す
る当日病理診断（ワンデイ・パソロジー）を行って
います。これにより、患者さんは検査結果の説明
を受けるためにあらためて来院する必要がなく、
良性であれば結果説明までの不安な日々を過ごす
ことなく安心して帰ることができます。もしも悪

性で治療が必要となった場合でも、迅速に治療計
画をたてることができるのが特徴です。
　また、地域全体の医療の向上を目指した取り組
みも行っています。一般病院から標本の作製～診
断までを請け負う受託検査では、当院の当日病理
診断と同様、その日のうちに結果がわかるような
体制を整えています。また、遠隔地の病理医がい
ない病院や、専門性が必要となる場合などの術中
迅速診断を当院で行うため、標本の画像をデジタ
ル画像として取り込んでもらい、遠隔診断できる
ようなシステムを導入しています。大学病院とし
て数多くの症例を扱ってきた経験や、病理医それ
ぞれの専門性をいかんなく発揮するために、地域
の病院と連携して地域全体で効率的な病理診断を
行えるよう尽力しています。
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病院病理部　
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患者さんの不安を
少しでも減らすために
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イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
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整
形
外

科
の
連
携
が
強
い
の
が
、
兵
庫
医
科

大
学
病
院
の
特
徴
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つ
で
す
」と

胸
を
張
る
。

　
「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
痛
み
と

い
う
の
は
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あ
る
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痛
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折
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と
話
す
の
は
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
部

の
村
川
和
重
主
任
教
授
。
痛
み
に
も

種
類
が
あ
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、
血
流
の
悪
化
に
よ
る
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み
な
ら
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、
痛
み
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断
す
る
う

ち
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治
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す
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も
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と
い
う
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痛
み
は
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し
て
も

慣
れ
る
こ
と
は
な
く
、逆
に
痛
み
が

痛
み
を
呼
ん
で
、
よ
り
過
敏
に
な
っ

て
い
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ま
す
。
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ち
ん
と
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ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、痛
み
は
続
い

て
い
き
に
く
く
な
る
の
で
す
」。

　

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
で
も
症
状
が

改
善
し
な
い
場
合
は
、
脊
髄
刺
激
療

法
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
脊
髄
に

電
極
を
入
れ
て
微
弱
な
電
流
を
流
す

こ
と
で
痛
み
を
和
ら
げ
る
治
療
法
で
、

心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
よ
う

に
体
内
に
電
極
を
埋
め
込
む
こ
と
も

で
き
、
体
の
外
か
ら
リ
モ
コ
ン
で
調

整
し
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
。
脊
髄
刺
激
療
法
を
行
え

る
病
院
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ま
だ
少
な
く
、
兵
庫
医
科

大
学
病
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国
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る
。
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治
療
後
の
Q
O
L
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
重
要
だ
。
兵
庫
医
科
大
学
病
院
で

は
、
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
の

み
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

る
。「
リ
ハ
ビ
リ
で
大
事
な
の
は
、手

術
に
い
た
る
ま
で
の
病
気
の
経
過
や

手
術
前
の
日
常
生
活
、
合
併
症
の
有

無
な
ど
の
情
報
を
で
き
る
限
り
集
め
、

評
価
す
る
こ
と
で
す
」と
話
す
の
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
道
免
和

久
主
任
教
授
。
兵
庫
医
科
大
学
病
院

で
は
、
手
術
前
か
ら
患
者
さ
ん
へ
の

説
明
や
評
価
を
行
い
、
手
術
翌
日
か

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
始

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

理
学
療
法
士
の
上
谷
清
隆
さ
ん
は

「
腰
椎
後
方
除
圧
術
を
受
け
た
患
者

さ
ん
の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
は
入
院
中

の
診
療
計
画
で
あ
る
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
主
治
医
や
病
棟
の
看
護

師
、
理
学
療
法
士
な
ど
が
患
者
さ
ん

の
現
在
の
状
態
を
き
ち
ん
と
共
有

し
、チ
ー
ム
医
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
」と
話
す
。
ま
た
、道
免
主
任

教
授
は「
し
び
れ
や
痛
み
の
症
状
や

リ
ハ
ビ
リ
の
進
み
具
合
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
他
人
と
比
べ
ず
に
、
自

分
自
身
の
状
態
を
主
治
医
な
ど
に
相

談
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る
こ

と
が
、
転
倒
防
止
な
ど
に
も
大
切
で

す
」と
説
明
す
る
。
兵
庫
医
科
大
学

病
院
で
は
、患
者
さ
ん
本
人
が
痛
み
・

し
び
れ
の
度
合
い
や「
今
日
の
気
持

ち
」な
ど
を
記
入
で
き
る「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
日
誌
」を
使
っ
て
、
患

者
さ
ん
主
体
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
践
し

て
い
る
。

●
患
者
さ
ん
が
そ
の
人

　
ら
し
く
あ
る
た
め
に

　　
「
患
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
く
あ

る
こ
と
や
、サ
ポ
ー
ト
す
る
ご
家
族

が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
大
切
」と
話

す
森
山
講
師
。「
そ
の
た
め
に
整
形

外
科
や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
部
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
が
一
体
と

な
っ
て
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い

ま
す
」。
兵
庫
医
科
大
学
病
院
で
は
、

医
療
社
会
福
祉
部
や
地
域
医
療
・
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
訪
問
看
護
や
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
介
護
保
険
な
ど
の
相

談
に
も
乗
っ
て
い
る
。「
自
分
や
家

族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
何
か
あ
れ

ば
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」。
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兵庫医科大学病院
支援部門紹介

病院病理部
　病院病理部では、病理医と臨床検査技師がチームを組み、
手術や内視鏡検査などで採取された組織、細胞を顕微鏡で
観察し、疾病の原因や広がりなどについて詳しく調べる
病理組織検査や細胞診検査、また亡くなった患者さんの診
断の妥当性や治療の効果を検証するための病理解剖など
を行なっている。
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術中迅速検査（診断）
病変が体の深部にあるために生検による検体採取が難しく、
術前の確定診断がついていない場合や、手術中に気が付い
た病変などについて、診断がその場で必要となる場合に手
術中の約10～15分で行われる。手術の術式や切除範囲を
左右する重要な検査。

細胞診検査
尿、喀痰、胸水、腹水、胆汁などの中にはがれ落ちた細胞や、
乳腺、甲状腺などの病変部から穿刺吸引して採取した細胞、
子宮から綿棒などを用いて採取した細胞などを顕微鏡で
観察し、良悪性を鑑別したり、微生物、ウイルスの感染など
種々の病変を診断。資格を持つ臨床検査技師がスクリーニ
ングし、病理医がチェックする。

病理組織検査
病気の診断などを目的として採取した生検組織や、治療の
ために外科的に切除した手術材料を対象に行う検査。採取
された臓器・組織は、臨床検査技師により標本にされ、病理
医が顕微鏡を用いて観察し、腫瘍の有無や良悪性の鑑別、進
行度合いなどの確定を行う。

病理解剖
死体解剖保存法に基づき、病気で亡くなられたご遺体をご
遺族の承諾のもとに解剖させていただくもの。死因や病気
の経過、診断の妥当性、治療の効果などを調べるために、病
理学を専門とする病理医により行われる。


